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が認められた。同程度の著しい生菌数の減少は，海水中の大腸菌， P. putide にも認められたが，酵母は，




















かを調べる目的で，間接酵素抗体法の改良型であるコロニープロット法を確立し，親株である B. subtilis 
N 1 G 1121株と神崎川より分離されたNO.20 ， 44 , 81株の 3 生存競合菌株との混合培養生存性実験をお
こなった。その結果，混合系内における B. subtilis N 1 G 1121株の生菌数は，単独系コントロールに
比べて，実験 3 日目において1015オーダーの低下を示し，生存競合現象は親株でもおこることが明らか
となった。また枯草菌の親株，形質転換株間での生存性には差が認められなかった。









て解析した。その結果，両菌株はAsp ， Asn , Ser, Arg を共通して取り込み，他のほとんどのアミノ酸
については取り込みを示さなかった。またこの 4 種のアミノ酸については，枯草菌とNO.81株の間の取り
込み速度が大きく異なり，混合系ではこれらの各アミノ酸はNo.8 1株によって実験開始後 1 日でほぼ完全
に使い切られてしまうことがわかった。
以上の結果より，生存競合現象は，枯草菌とNo.81株が共通して取り込む数種のアミノ酸に対して， No. 
81株の取り込み速度が圧倒的に高く，そのために枯草菌が必要とする栄養源を取り込めず死滅に到る現
ワ臼
現象であると推察された。なお、 Asp を単一の有機栄養源とする培養系を用いた生存競合実験によって
も，上記の現象を確認することができた。
したがって，自然環境水系中における枯草菌の生存性は，主として原水中に存在する生存競合菌によっ
て誘起されるものであることを解明することができた。
論文の審査結果の要旨
細菌，酵母などの自然河川，海水中で、の生存d性について検討し，一般にこれらの環境中で常在する菌
種以外のものは比較的急速に死滅することを明らかにした。そして，この死滅が物理化学的要因よりも
むしろ生物的要因によるものと判断し，さらに環境常在菌との栄養競合現象によるものであることを明
らかにした。
これらの研究は，自然環境中における微生物の生態の一部を明らかにしたもので，学位授与に値する
ものと判断した。
